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減
額
予
算
も
給
水
整
備
は
継
続

　

前
年
比
16
・
４
％
の
減
額
予
算
で

す
が
、
配
水
管
網
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
、
給
水
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
彩
の

国
資
源
循
環
工
場
第
Ⅱ
期
事
業
の
た
め
の
管
路
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
安
定
給
水
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
老

朽
管
更
新
事
業
も
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

14億883万円

水
洗
化
率
向
上
と
あ
わ
せ
、

男
衾
駅
周
辺
整
備
に
着
手

　

本
年
度
は
、
水
洗
化
率
の
向
上
に

向
け
、
下
水
道
の
普
及
・
促
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
東
武
東
上
線
男
衾
駅
周
辺
で

の
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
６
億
４
６
１
１
万
円
で
、
河
川
等
の
水

質
保
全
と
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

6億4,611万円

下
水
道
の
普
及
促
進
等
を
評
価

（
稲
山
良
文
議
員
）

本
年
度
か
ら
寄
居
第
2
処
理
分
区
男
衾
駅

周
辺
の
面
整
備
工
事
に
着
手
し
、
下
水
道
の
普
及
促
進

に
つ
い
て
は
、
理
解
と
必
要
性
に
つ
い
て
周
知
活
動
を

推
進
し
、
水
洗
化
率
向
上
に
努
め
る
と
の
こ
と
で
、
こ

れ
ら
を
評
価
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
値
下
げ
は
可
能
で
は
な

い
か

（
田
母
神
節
子
議
員
）

　

２
０
０
１
年
に
料
金
を
値
上
げ
し
て
以
来
、
毎
年
黒
字

会
計
で
き
て
い
ま
す
。
本
年
度
予
算
で
は
資
本
的
収
支
で

赤
字
で
す
が
、
今
後
の
三
ヶ
山
で
の
資
源
循
環
工
場
Ⅱ
期

工
事
や
ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場
の
稼
働
が
始
ま
れ
ば
、
資
本

的
収
支
も
黒
字
に
転
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ホ
ン
ダ
寄
居

新
工
場
誘
致
の
た
め
に
1
億
円
を
投
入
し
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
町
民
の
た
め
に
水
道
料
金
を
値
下
げ
す
る
こ
と

は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

適
正
な
料
金
を
維
持
し
て
い
る

（
押
田
秀
夫
議
員
）

彩
の
国
資
源
循
環
工
場
第
Ⅱ
期
事
業
に
向
け

た
水
道
整
備
に
新
た
に
着
手
し
、
ま
た
、
配
水
管
網
の
整

備
や
老
朽
管
の
更
新
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
用
を
極
力
抑
え
つ
つ
、

高
金
利
の
企
業
債
を
繰
上
償
還　

 

す
る
な
ど
、
効
率
的

な
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　 繰上償還…公債費負担の軽減を図るため、平成 19 年度からの 3 年間の特例措置として、経営計画に取
　　　　　　 り組む地方公営企業を対象に公的資金による企業債の補償金を免除するという措置です。

※金額は、万円未満切捨

男衾配水場


